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巻

頭

龍
谷
仏
教
学
会

会
長

桂
紹
隆

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
の
博
士
後
期
課
程
の
学
生
諸
君
が
、
日
頃
の
研
鎖
の
成
果
を
世
に
問
う
『
仏
教
学
研
究
室

年
報
』
第
十
五
号
を
刊
行
す
る
。
五
編
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
指
導
教
員
の
査
読
を
経
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て

お
く
。五

編
の
う
ち
、
二
編
は
中
国
仏
教
の
教
学
を
扱
う
研
究
論
文
で
あ
り
、
二
篇
は
イ
ン
ド
仏
教
中
期
論
書
の
翻
訳
研
究
で
あ
り
、
あ
と
一

編
は
初
期
仏
教
の
膜
想
法
を
論
じ
る
研
究
論
文
で
あ
る
。
執
筆
者
は
い
ず
れ
も
既
に
全
国
学
会
で
の
研
究
発
表
を
経
験
し
て
お
り
、
学
会

誌
に
も
寄
稿
し
て
い
る
新
進
気
鋭
の
研
究
者
で
あ
る
。
今
回
掲
載
さ
れ
る
論
文
も
学
界
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
の
多
い
優
れ
た
論
考
で
あ
る

と
信
じ
る
。

五
編
の
論
考
の
う
ち
、
プ
ラ
ポ
ン
サ
ッ
ク
氏
の
論
文
は
既
に
課
程
博
士
論
文
の
一
部
と
し
て
同
氏
の
博
士
号
取
得
に
貢
献
し
て
い
る
が
、

他
の
論
考
も
今
後
各
自
の
博
士
論
文
に
結
実
し
て
い
く
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
輩
の
大
学
院
生
諸
君
も
先
輩
の
後
に
続
い

て
本
誌
に
論
文
を
発
表
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

二
O
一
O
年
(
平
成
二
十
二
年
)
九
月
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小野嶋祥雄 (D3) 

【口頭発表】

『天台維摩疏』智類親撰説への疑義一吉蔵撰述書との比較を通してー

鍵和田聖子 (D3) 

【口頭発表】

龍谷仏教学会学術研究発表会 2009.1.29

事相面における台密から東密への影響

一隻茶羅上における本尊位の入れ替えを中心にー

日本印度学仏教学会第 59回学術大会 2008.9.5
【論文発表】

覚鍍における順次往生についての一考察

『龍谷大学仏教学研究室年報~ 14， pp.1・14，2008.9.31 
大日即弥陀思想、の事相的研究

『龍谷大学大学院文学研究科紀要~ 30， pp.17・31，2008.12.10 
曇茶羅上の大日位と弥陀位の交替(居替)における台密から東密への影響

『印度皐傍教皐研究~ 57(2)， pp.32-35， 2009.03.20 

演野弘胤 (D3)
【口頭発表】

「恩j に対する玄奨の訳語

一『倶舎論』と『成業論』をめぐってー

日本印度学仏教学会第 59回学術大会 2008.09.05
【論文発表】

「思Jに対する玄奨の訳語

表慶蛾 (D3)

【口頭発表】

一『倶舎論』と『成業論』をめぐってー

『印度皐悌教皐研究~ 57(2)， pp.950・953，2009.03.20 

Praj筒k釘 aguptaにおける概念作用 (kalpana)の意味

村上明也 (D3) 
【口頭発表】

龍谷仏教学会学術研究発表会 2009.01.29

『菩薩戒義疏』の天台大師説を疑う

日本印度学仏教学会第 59回学術大会 2008.09.04



智鎮と潅頂とに見る『中論~ r三諦偶j解釈の相違

龍谷仏教学会学術研究発表会 2009.01.29
【論文発表】

『菩薩戒義疏』の天台大師説を疑う

井上綾瀬 (D2) 

{口頭発表】

Yamakalikaについて

比丘の食事

『印度皐悌教皐研究~ 57(2)， pp.218-221， 2009.03.20 

ノミーリ学会仏教文化学会第 22回学術大会 2008.5.24

日本医史学会関西支部秋季大会 2008.10.12
サーンチー第一ストゥーパの樹木

仏教史学会例会 2008.10.25
Bhai写ajya(Bhesajja)について

龍谷仏教学会学術研究発表会 2009.1.29
【論文発表】

Yamakalikaについて

『パーリ学仏教文化学~ 22， pp.27・39，2008.12.22 

K.プラポンサック (D2) 
【口頭発表】

阿含・ Nikayaにおける止観の成立と展開

日本印度学仏教学会第 59回学術大会 2008.9.5
【論文発表】

阿含・ Nikayaにおける止観の成立と展開

筑後誠邦 (D2)

【口頭発表】

『印度皐傍教皐研究~ 57(2)， pp.790・793，2009.03.20 

『大目乾連冥間救母変文』における救済方法の考察

日本印度学仏教学会第 59回学術大会 2008.9.4
【論文発表】

『大目乾連冥間救母変文』における救済方法の考察

吉田哲 (D1) 

【口頭発表】

『印度皐悌教拳研究~ 57(1)， pp.99・102，2008.12.20 

Pram拘asamuccayak.4cdの一解釈例

日本印度学仏教学会第 59回学術大会 2008.9.4



【論文発表】

ジネーンドラプ、ツデ、イの f自己認識j理解

『龍谷大学大学院文学研究科紀要~ 30， pp.70・85，2008.12.10 
Pram拘asamuccayak.4cdのー解釈例

『印度拳{弗教皐研究~ 57(1)， pp.409・406，2008.12.20 
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井上綾瀬 (D3)

【口頭発表】

ノミーリ資料にみられる Bhesajja

日本印度学仏教学会第 60回学術大会 2009.9.8
【論文発表】

ノ宅一リ資料にみられる Bhesajja

『印度皐イ弗教皐研究~ 58(1)， pp.350・347，2009.12.20 
過去七仏が悟りをひらいた木

『龍谷大学大学院文学研究科紀要~ 31， pp.1-19， 2009.12.10 

K.プラポンサック (D3) 

【口頭発表】

<止行者・観行者>と<定>について

ノミーリ学会仏教文化学会第 23回学術大会 2009.5.30
【論文発表】

<止行者・観行者>と<定>について

吉田哲 (D2)

【口頭発表】

『パーリ学仏教文化学~ (23)， pp.5・20，2009.12.22 

ディグナーガによる分別の定義

一五種類の語にっし、てー

日本印度学仏教学会第 60回学術大会 2009.9.8
ジネーンドラブッデ、イによる意現量(mAnasapratyakSa)解釈

龍谷仏教学会学術研究発表会 2010.01.29
【論文発表】

ディグナーガによる分別の定義

一五種類の語についてー

『印度拳イ弗教拳研究~ 58(2)， pp.1002・999，2010.03.20 
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飽

谷

大

学

仏

教

学

院

生

会

会

則

第郷

条l1'<

踊

三

車

節

目

盛

第 第 第

七 六 五

条条車

第

八

条

簡

九

条

揖

軍

総

自'1

本
会
は
、
飽
谷
大
学
仏
教
学
院
生
全
と
称
す
る
・

本
会
は
、
院
生
の
自
治
を
基
本
と
し
て
、
学
聞
の
自

由
を
同
組
し
、
腿
甚
大
学
仏
教
学
大
学
院
生
の
研
究

活
動
の
向
上
に
野
崎
、
会
固
伺
互
の
概
略
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
.

本
会
は
、
執
行
部
を
束
郡
市
下
京
区
七
条
大
宮
阻
谷

大
字
仏
教
字
研
究
室
内
に
置
〈
.

第

耳障

会

圃

本
会
は
、
次
の
企
画
を
以
て
構
成
す
る
・

て
正
合
同
胞
合
大
学
大
学
院
仏
教
学
専
政
に
在

宿
す
る
も
の
.

本
会
の
主
旨
に
質
問
し
、
特
に
本
金

に
昭
め
ら
れ
た
も
の
.

二
、
申
書
閏

車

=-e
総

金

健
会
は
、
本
会
の
量
高
山
帽
決
網
開
で
あ
る
・

総
会
は
、
本
会
の
正
室
闘
を
も
っ
て
構
成
す
る
・

総
書
は
、
正
会
圃
の
三
分
の
一
以
上
申
書
加
を
も
っ

て
掬
舗
す
る
こ
と
が
で
き
る
・

健
全
は
、
室
長
が
こ
れ
を
紹
聾
し
、
吹
町
場
合
に
開

値
さ
れ
る
.

一
、
定
期
総
会
(
毎
年
四
月
)

二
、
金
畏
が
必
要
と

U
め
た
場
合
.

三
.
E晶
君
闘
の
五
升
の
-
以
上
司
連
事
に
よ
る
型
車

の
あ
っ
た
掲
合
.

総
会
に
お
け
る
決
組
は
出
席
全
圃
の
遇
鼎
憶
の
同
車

を
必
要
と
す
る
・

第

十

条

車
条

筒
十
二
条

第
十
三
条

第
十
四
晶

串
+
五
条

第
四
軍

執
行
部
役
買

本
会
は
、
棋
の
役
闘
を
お
〈
.

一
、
①
室
長
一
名
②
副
会
長
-
名
③
童
針
一
名

@
措
舛
一
名
⑤
置
紀
一
名
⑥
会
計
監
査
-
名

⑦
文
字
郎
院
生
協
総
会
代
表
委
員
二
名

ニ
‘
た
だ
し
‘
①
、
③
以
外
の
兼
任
は
こ
れ
を
妨
げ

な'句

会
長
は
、
会
闘
の
権
腐
に
よ
り
総
舎
の
朱
昭
を
得
る
.

R.
役
圃
は
、
総
会
に
拘
い
て
正
金
目
よ
り
選
出
す

る
.

会
長
は
、
本
会
を
代
喪
し
、
H
m
'打
飾
は
統
倍
す
る
・

役
聞
の
任
期
は

一
年
と
し
.
亜
任
は
妨
げ
な
い
.

第
五
軍

高値

黛

本
金
は
第
二
車
の
目
的
を
連
成
す
る
局
、
抵
の
事
聾

を
行
う
.

て
研
究
発
賓
室
、
摘
摘
会
等
の
開
催
並
び
に
そ
の

思
助
.

ニ
.
出
版
物
の
刊
行
.

三
、
全
員
鰻
陪
に
関
す
る
窃
揖
.

期
+
四
量
一

、
ニ
‘
の
@
集
に
関
し
て
は
棋
の
と
担

り
に
行
う
.

て
原
則
と
し
て
正
室
聞
は
.
年
一
度
研
究
発
車
を

す
る
こ
と
を
前
慢
と
L
.
そ
の
発
車
の
舗
と
し

て
定
倒
研
究
発
里
会
を
行
う
も
の
と
す
る
・

二
、
研
究
尭
患
に
闘
し
て
は
‘
次
の
と
お
り
に
行
う
.

イ
、
修
士
課
程
(
以
下
M
と
略
す
】
一
年
は
、
-
年

聞
を
発
車
泊
予
期
間
と
み
な
し
、
翌
年
度
初
頭

に
お
け
る
研
究
経
過
組
告
書
に
て
免
哀
を
行
う

も
の
と
す
る
.

ロ
.
M
二
年
以
上
は
、
惇
土
酋
文
提
出
前
に
行
う

中
問
先
聾
を
も
っ
て
‘
こ
れ
に
か
え
る
こ
と
が

で
き
る
・
但
し
、
政
当
年
度
の
箇
宜
慢
出
を
行

わ
な
い
も
の
も
‘
研
究
経
過
の
発
車
を
も
っ
て

第
十
六
条

第
十
七
壷

車

こ
れ
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
.

ハ
、
同
土
後
期
過
程
{
以
下
D
と
略
す
}
祉
、
何
等

か
の
研
究
健
誌
に
活
字
化
さ
れ
た
帥
文
の
発
農

を
行
う
.

ニ
、
但
し
‘

D
二
ヰ
陰
、
修
士
歯
主
要
尉
{
『
大

学
院
紀
要
』
に
鍋
眠
A
N
}
を
も
っ
て
こ
れ
に
か

え
る
こ
と
が
で
き
る
.

=
て
第
+
四
議
ニ
の
肉
、
年
一
回
は
、
研
一究
施
践
の

発
刊
を
行
う
も
の
と
す
る
唱
貝
、
蝿
刊
に
隠
し

て
は
、
信
銀
蚕
圃
舎
を
置
き
、
本
会
執
行
部
役

圃
を
も
っ
て
こ
れ
を
構
成
す
る
・

ィ
、
編
量
霊
園
町
内
、
組
豊
島
置
圃
畳
一
名
を
宜
週

し
、
費
闘
を
統
悼
惜
す
る
も
申
と
す
る
・

口
、
但
し
、

a聾
寮
圃
会
が
必
要
と
毘
柏
た
届
昔
、

若
干
名
の
愛
圃
在
、
正
金
圃
よ
り
奮
闘
轟
担
任

命
す
る
こ
と
が
で
き
る
・

期六・・

会

計

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
-
日
よ
り
翌
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
・

本
会
由
経
聞
は
、
還
元
金
、
金
翼
、
寄
付
金
、
お
よ

び
そ
の
他
の
般
入
に
よ
る
・

正
合
同
会
置
年
割
三
、

0
0
0門

事

会

園

会

置

年

額

て

0
0
0円

本
会
の
決
揮
傾
告
は
、
毘
査
餐
圃
申
監
査
を
号
け
た

曲
、
執
行
割
削
決
陣
組
曲
置
を
健
全
に
縄
出
し
、
そ

司
承
認
を
得
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
.

f寸

則

一
、
本
会
則
は
、
健
全
の
訣
絡
に
よ
り
蜜
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
・

ニ
‘
本
会
則
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
目
指
行
{
平
成
三
年
五
月

一
回
二
出
宜
亜
}
の
聴
吾
大
学
仏
教
学
院
生
合
会
則
の
一
節

を
宜
更
し
、
平
成
六
年
四
月
十
八
日
よ
り
喧
行
ず
る
・
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